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SRAC コードシステムを用いて可燃性毒物棒周辺のメッシュ分割が HTTR 炉心の燃焼計算に与える

影響を調べた。この結果、可燃性毒物棒内部のメッシュ分割は燃焼計算に大きな影響を与えないこと、

実効増倍率は可燃性毒物棒周辺の黒鉛領域をメッシュ分割することで従来計算より測定値に近い値

が得られることが明らかとなった。これにより、HTTR 炉心の燃焼挙動をより適切に評価するには、可燃

性毒物棒周辺黒鉛領域のメッシュ分割が重要になることが明らかとなった。 
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The effect of mesh division around the burnable poison rod on the burnup calculation of the 

HTTR core was investigated using the SRAC code system. As a result, the mesh division inside the 

burnable poison rod does not have a large effect on the burnup calculation, and the effective 

multiplication factor is closer to the measured value than the conventional calculation by dividing the 

graphite region around the burnable poison rod into a mesh. It became clear that the mesh division of 

the graphite region around the burnable poison rod is important for more appropriately evaluating the 

burnup behavior of the HTTR core. 
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1. 序論 

 

高温工学試験研究炉（High Temperature Engineering Test Reactor : HTTR） 1)は、1998 年 11 月に

初臨界に達して以来、燃焼に伴う臨界制御棒位置（過剰反応度）、炉停止余裕、炉心温度係数等の

核特性に関するデータを取得してきた。HTTR の炉心設計は、燃料温度を制限値以下に維持しつつ、

かつ高い出口温度を得るために、濃縮度の異なる燃料ブロックを適切に配置することによって出力分

布の最適化が行なわれている。また、この最適化の条件を維持させるためには、燃焼期間を通して制

御棒の位置変化を可能な限り小さくする必要があり、このために可燃性毒物（BP）が採用されている。 

BP は、ペブル型高温ガス炉には採用されていないが、HTTR の様なブロック型高温ガス炉では過剰

反応度を抑制するために導入されている。このため、BP の燃焼挙動を詳細に再現できるモデルの開発

は、ブロック型高温ガス炉の核特性評価精度向上の観点から重要なものとなっている。 

これまでの炉心設計では、セル燃焼計算コード DELIGHT-7 2)と拡散計算コード CITATION 3)を用い

た核特性解析コードシステムが採用され、臨界試験結果を元に解析モデルの改良が行われてきた 4)が、

核データライブラリが古いこと、断面積セットの計算において BP 棒位置の影響を正確に評価できない

ことが問題として挙げられていた。BP 棒位置の影響に関しては、BP 棒周辺の詳細な中性子束分布を

解析できるモデルを採用することにより、臨界試験時の過剰反応度の予測精度を向上できることが明ら

かになった 4)が、全炉心燃焼計算では、計算で求めた臨界制御棒位置が測定値を再現できるものの、

その燃焼挙動については乖離が見られる 5)。これらの計算値と測定値との差異は、設計時に十分な安

全余裕を設けていることから問題とならないが、より経済性の高い実用高温ガス炉を設計するためには

解析コードシステムの高度化が必要となり、この一環として SRAC コードシステム 6)による解析を進めて

いる。 

SRAC コードシステムを用いて予備的な燃焼計算を進めた結果、従来の核特性解析コードシステム

と同様に測定値との乖離が明らかになり、この原因の 1 つとして BP の燃焼による変化が適切にモデル

化できていない可能性が考えられる。このため、本報告書では、BP 棒周辺のメッシュ効果が燃焼計算

に及ぼす影響について検討した。 

 

 

2. セル燃焼計算 

 

燃料ブロックの概念図を Fig. 2.1 に示す。燃料ブロックは、六角柱状の黒鉛ブロックに 33 本もしくは

31 本の燃料棒が装荷されている。また、炉心の出力分布を最適化するため、濃縮度の異なる燃料ブロ

ックを配置し、燃焼による反応度補償のために 2 本の BP 棒が燃料ブロックの外周部に装荷されている。

HTTR 炉心の濃縮度配分と BP の配置図を Fig. 2.2 に示す。 

HTTR 設計時の核特性評価は、セル燃焼計算コード DELIGHT-7 と拡散計算コード CITATION を

用いた核特性解析コードシステムで行われてきており、燃料はピンセルモデル、BP については二次元

r-Z モデルを用いて実効断面積を作成するシステムとなっていた。これに対して、SRAC コードシステム

では、六角柱状ブロック内で燃料棒と BP 棒の配置をモデル化して取扱うことができる。本報告では、燃
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料及び BP 棒の配置をモデル化したセルモデルを用いて、BP 棒周辺のメッシュ分割を変えた場合の燃

焼解析を行い、メッシュ分割の影響を調べた。 

2.1 計算条件 

(1) 解析モデル

解析は、以下の分割モデルで実施した。

1) モデル A（メッシュ分割なし）

本モデルの概要を Fig. 2.3 に示す。本モデルは、他のモデルの効果を評価するための基準とな

るものであり、BP 棒内部、BP 棒周辺ともメッシュ分割を行わない構造とした。 

2) モデル B（BP 棒内部詳細分割）

本モデルの概要を Fig. 2.4 に示す。本モデルは、BP 棒内部のメッシュ分割の効果を確認するこ

とを目的とし、BP 棒内部を半径方向に 1 mm ごとに 7 つの領域に分割し、BP 棒周辺の黒鉛部は分

割しない構造とした。 

3) モデル C（BP 棒周辺黒鉛部 1 領域分割）

本モデルの概要を Fig. 2.5 に示す。本モデルは、BP 棒周辺の黒鉛部のメッシュ分割の効果を確

認することを目的とし、BP 棒内部はメッシュ分割を行わず 1 領域とし、BP 棒周辺の黒鉛部を半径 28 

mm の環状領域を 1 領域とした構造とした。 

4) モデル D（BP 棒周辺黒鉛部詳細分割）

本モデルの概要を Fig. 2.6 に示す。本モデルは、モデル C で分割した半径 28 mm の領域内部

を詳細に分割したモデルであり、BP 棒周辺の黒鉛部のメッシュ分割の効果を確認することを目的と

し、BP 棒内部はメッシュ分割を行わず 1 領域としている。BP 棒周辺の黒鉛部は、BP 棒の半径に相

当する 7 mm の位置から半径 28 mm の位置まで 1 mm 間隔で分割した構造とした。 

5) モデル E（BP 棒周辺黒鉛部 3 領域分割）

本モデルの概要を Fig. 2.7 に示す。本モデルは、BP 棒周辺部のメッシュ分割において、モデル

C より細かく、かつモデル D より荒くしたモデルであり、メッシュ分割の程度の効果を確認することを

目的とした。BP 棒内部はメッシュ分割を行わず 1 領域とし、BP 棒周辺の半径 28 mm の内側を、幅

3 mm、10 mm、8 mm の環状に分割した構造とした。 

6) モデル F（BP 棒内及び周辺黒鉛部詳細分割）

本モデルの概要を Fig. 2.8 に示す。本モデルは、BP 棒内部及び周辺部を同時にメッシュ分割し

た場合の効果を確認することを目的とし、BP 棒内部を幅 1 mm で 7 領域に分割し、BP 棒の半径に

相当する 7 mm の位置から半径 28 mm の黒鉛領域を 21 領域に分割した構造とした。 

(2) その他の解析条件

解析条件は以下の通りである。

• 燃料の濃縮度は炉心平均の 5.8 wt%とする。

• BP の濃縮度は 2.5 wt%（天然ボロン含有量）とする。

• 被覆燃料粒子、燃料ブロック等の寸法及び物性値は設計値を用いる。
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• 中性子エネルギー群は 107 群とする。解析に用いたエネルギー群構造を Table 2.1 及び Table 

2.2 に示す。 

• 30 MW 出力運転時を想定して出力密度は 3 W/cc、温度条件も 30 MW 状態を想定して Table 

2.3 のように定めた。 

• 燃焼解析では、燃焼開始時の Xe 及び Sm は存在しないとした。 

 

2.2 計算結果 

(1) BP 棒の分割 

BP棒内部は、中性子束の大きい外周部での 10Bの燃焼が進み、実効的なBP棒の太さが細くなる、

いわゆるオニオンスキン効果が現れることが予想される。この効果を確認するため、BP 棒内を詳細に

分割したケース B において BP 棒内の中性子束分布と物質量変化を調べた。 

BP 棒内中性子束分布(第 6 群)の変化を Fig. 2.9 示す。中性子束分布は、全体的に外側で高く、

内側で低くなっており、燃焼が進むにつれて BP 棒中心部での中性子束の落ち込みが小さくなってい

ることが分かる。燃焼に伴う 10B 原子数密度分布の変化を Fig. 2.10 に示す。同図から、燃焼初期で

は平坦な分布であるが、燃焼が進むにつれて外側の 10B が減少することが分かる。 

BP 棒分割がないモデル A と BP 棒分割があるモデル B における無限増倍率の比較を Fig. 2.11 に

示す。同図から、モデル A とモデル B での実効増倍率の差がほとんどないことが明らかになった。こ

の原因は、モデル B において燃焼が進むにつれて外側の 10B が減少して分布が変化するものの、そ

の影響が少ないためと考えられる。この結果、BP 棒内部のメッシュ分割の効果はそれほど解析結果

に影響しないことが明らかとなった。なお、解析では初期条件として Xe 及び Sm が存在しないとしてい

ため、燃焼開始後数日で無限増倍率の落ち込みが見られる。 

 

(2) 黒鉛部の分割 

1) 分割の影響 

黒鉛部の中性子束は、BP 棒に近づくにつれ低くなることが予想されるが、黒鉛の吸収断面積が

小さく、中性子の平均自由行程も長いことから中性子束の低下はそれほど大きくない可能性がある

ため、黒鉛部を分割しないモデル A と BP 棒周りを半径 28 mm の位置で分割したモデル C とを比

較した。燃焼 0 日における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較を Fig. 2.12 に示す。同

図から、BP 棒周りを分割したモデル C では黒鉛部及び BP 棒内部の中性子束が低下していること

が明らかとなった。燃焼中期に相当する燃焼 300 日及び燃焼末期に相当する燃焼 600 日における

中性子束分布(第 6 群)の比較を Fig. 2.13 及び Fig. 2.14 に示す。この結果から、燃焼が進むにつ

れて黒鉛部における中性子束の差は小さくなっているが、モデル C は A より小さな値を示している。 

無限増倍率に関するモデル A と C の比較を Fig. 2.15 に示す。燃焼 0 日におけるモデル C は A

より大きい無限増倍率を示している。これは、BP 棒周りでメッシュ分割を行うことにより、BP 部での中

性子束が低下し反応度価値が低下したことを示している。また、両モデルとも燃焼が進むにつれて

BP が減少するため無限増倍率は増加していくが、モデル C は A より変化が小さくなっている。これ

は、BP 棒内部の中性子束が低いモデル C において、BP の燃焼がモデル A より緩やかになってい
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ることを意味している。以上の結果から、BP 棒周りの黒鉛部のメッシュ分割は、燃焼挙動に影響を

与えることが明らかとなった。 

2) 分割数の影響 

BP 棒周りのメッシュ分割の効果について更に検討するため、BP 棒周りを半径 28 mm の位置まで

詳細に分割したモデル D とモデル C の比較を行った。 

燃焼 0、300 及び 600 日におけるモデル C 及び D の BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の

比較を Fig. 2.16 から Fig. 2.18 に示す。モデル D の中性子束分布は、モデル C よりメッシュ分割が

細かくなったことにより滑らかな分布となり、BP 棒内部中性子束の値は小さくなった。また、モデル D 

における BP 棒近くの黒鉛部の中性子束は、モデル C に比べて低くなった。両モデルにおける燃焼

による無限増倍率変化の比較を Fig. 2.19 に示す。同図から、モデル D は、モデル C より無限増倍

率で 0.01 程度高くなっており、燃焼による BP 反応度価値の変化がモデル C より小さくなることを意

味している。これらの結果から、BP 棒周辺の黒鉛部の分割数は、BP の反応度価値及びその燃焼

挙動に大きく影響を与えることが明らかとなった。 

3) 分割の最適化 

これまでの検討結果から、BP 棒周りの黒鉛部の分割は、BP 反応度及び BP の燃焼挙動に影響

を与えることが明らかとなった。しかし、モデル D のように分割を 1 mm 間隔とした場合、計算時間が

長くなる。このため、最適な分割方法を調べる目的で BP 棒周辺の半径 28 mm の内側を幅 3 mm、

10 mm、8 mm の間隔で分割したモデル E を作成し、モデル D と比較した。燃焼 0、300 及び 600 日

におけるモデル D 及び E の BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較を Fig. 2.20 から Fig. 

2.22 に示す。また、無限増倍率の変化の比較を Fig. 2.23 に示す。比較の結果、分割を粗くしたモ

デル E でも中性子束分布は多少凸凹するがモデル D と同等の計算結果が得られた。 

BP 棒内部及び周辺部を細かく分割したモデル F を作成し、燃焼による無限増倍率をモデル D と

比較した結果を Fig. 2.24 に示す。比較の結果、両モデルの計算結果は、ほぼ同じ値を示している

こととから、モデル A とモデル B との比較と同様に BP 棒内部のメッシュ分割の効果は小さいことが

明らかとなった。 

 

 

3. 二次元炉心燃焼計算 

 

本章では、セル計算により得られたマクロ断面積を用いて二次元炉心計算を行い、BP 棒周りのメッ

シュ分割の効果を調べた。 

 

3.1 計算条件 

解析は、HTTR 炉心を二次元 r-Z で表した簡易的モデルを用いて実施した。二次元モデルにおける

BP 配置の概念図を Fig. 3.1 に示す。BP 棒周りのモデル化に関しては、実際の構造が①の様な構造

になっているが、今回の解析ではメッシュ分割の効果を確認することが目的であるため、②に示す様な

簡易モデルを採用した。 
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明らかとなった。 
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二次元 r-Z モデルの概念図を Fig. 3.2 に示す。モデル化は以下の方針で行い、制御棒はモデル化

していない。 

• HTTR 炉心は、燃料体及び制御棒案内ブロックからなる 37 カラムにより構成されているが、本解

析では、簡略化のために 30 カラムとしてモデル化した。このため、炉心モデルの半径は、円筒近

似して 115 cm とした。炉心モデルの高さは、58 cm の燃料体を 5 段積み上げたときの高さである

290 cm とした。なお、燃料体はすべて 33 ピンの燃料体とし、BP 濃度も 2.5 wt% の 1 種類とした。 

• 燃料体モデルは、上部 40 cm を BP を含む領域、下部 18 cm を BP を含まない領域とし、軸方

向に 2 つの領域に分離した。また、軸方向のメッシュ分割は、上部 40 cm の BP を含む領域を 4 

分割、下部 18 cm の BP を含まない領域を 2 分割とし、径方向のメッシュ分割は 10 分割とした。 

• 可動反射体モデルとして、炉心の上下にはそれぞれ高さ 116 cm（燃料体 2 体分に相当）の黒鉛

ブロックを、炉心の外側には幅 36 cm（燃料体 1 体分に相当）の黒鉛ブロックを巻きつけるように配

置した。また、固定反射体モデルとして、可動反射体の外側に幅 100 cm の黒鉛ブロックを巻きつ

けるように配置した。 

• 炉心の上下に配置した可動反射体は、軸方向に 5 分割、径方向に 10 分割とした。また、炉心の

外側に巻きつけるように配置した可動反射体は、軸方向には 40 分割、径方向に 3 分割とした。さ

らに、固定反射体は、軸方向に 40 分割、径方向に 5 分割とした。 

解析は、熱出力 30 MW 相当の出力とし、燃焼期間は現在の HTTR の燃焼データが得られている期

間を参考に 360 日とした。また、炉心温度は、燃料コンパクト部が 1600K、それ以外の黒鉛はすべて

1200K とした。 

解析は、BP 棒周辺の分割の影響を調べるため、BP 棒内部及び周辺の黒鉛部のメッシュ分割を行

わない均質モデル、BP 棒周辺の黒鉛部を 3 領域に分割した分割モデルについて計算した。なお、分

割モデルの BP 棒周辺のメッシュ分割は、2 章のモデル E と同じである。 

 

3.2 計算結果 

二次元 r-Z モデルによる実効増倍率の計算結果を Fig. 3.3 に示す。解析では、燃焼初期の Xe 及

び Sm が無いものとして計算しているため、燃焼開始直後は Xe 及び Sm の蓄積の効果で大きく実効増

倍率が低下している。Xe は燃焼開始後数日、Sm も燃焼開始後 50 日以下で飽和するため、燃焼 10

日以降は滑らかな曲線となっている。均質モデルでは、Xe 及び Sm の飽和後に実効増倍率が上昇し、

燃焼 200 日以降に平坦になっている。これに対し分割モデルでは、Xe 及び Sm の飽和後に実効増倍

率は増加するもののその増加は緩やかであり、燃焼期間を通じた実行増倍率の変化は緩やかとなって

いる。また、均質モデルでは燃焼初期の実効増倍率が分割モデルより低くなっている。これは、「BP 棒

周辺黒鉛部を分割しないと BP の反応度価値を高めに評価してしまう」という前章と同様の結果となっ

た。 

従来の HTTR 核特性解析コードシステム及び SRAC コードシステムによる HTTR の燃焼解析は、Fig. 

3.3 に示す均質モデルと同様な解析結果となっていたが、実効増倍率の測定結果は、分割モデルに近

い値となっている。以上の結果から、SRAC コードシステムで解析を行う際は、BP 棒周辺黒鉛部のメッ

シュ分割が重要となることが確認できた。 
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4. 結論 

 

SRAC コードシステムを用いて BP 棒周辺のメッシュ分割が燃焼計算に与える影響をセル燃焼計算

及び二次元 r-Z モデルによる炉心計算により検討した。この結果、以下が明らかとなった。 

(1) BP 棒内部の分割は、燃焼挙動に大きな影響を与えない。 

(2) BP 棒周辺黒鉛部を分割しないと BP の反応度価値を高めに評価してしまう。 

(3) BP 棒周辺黒鉛部の分割は、BP の反応度価値を低めに評価するが、燃焼による実効増倍率の

変化は緩やかになった。 

(4) BP 棒周辺黒鉛部の分割数は、3 領域程度で十分である。 

(5) 二次元 r-Z モデルによる炉心計算でも、BP 棒周辺黒鉛領域を分割することにより燃焼による実

効増倍率の変化は緩やかになった。 

(6) BP 棒周辺黒鉛部を分割した二次元 r-Z モデルは、従来の HTTR 核特性解析コードシステム

や分割しないモデルより、測定結果に近い結果となった。 

以上の結果から、SRAC コードシステムにおいては、BP 棒周辺黒鉛部をメッシュ分割することによっ

て燃焼挙動をより適切に評価できることが明らかとなった。今後、SRAC コードシステムを用いて 3 次元

燃焼計算を行い、BP 棒周辺黒鉛部のメッシュ分割の効果を確認する予定である。 
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Table 2.1 高速中性子エネルギー群構造 

 

（A：Condensed group，B：Multi group） 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) A B A B A B 

1 

1 7.7880×106 0.25 

2 

17 1.4264×105 4.25 

3 

38 7.4852×102 9.50 

2 6.0653×106 0.50 18 1.1109×105 4.50 39 5.8295×102 9.75 

3 4.7237×106 0.75 19 8.6517×104 4.75 40 4.5400×102 10.00 

4 3.6788×106 1.00 20 6.7380×104 5.00 41 3.5358×102 10.25 

5 2.8650×106 1.25 21 5.2475×104 5.25 42 2.7536×102 10.50 

6 2.2313×106 1.50 22 4.0868×104 5.50 43 2.1445×102 10.75 

7 1.7377×106 1.75 23 3.1828×104 5.75 44 1.6702×102 11.00 

8 1.3534×106 2.00 24 2.4788×104 6.00 45 1.3007×102 11.25 

9 1.0540×106 2.25 25 1.9304×104 6.25 46 1.0130×102 11.50 

10 8.2085×105 2.50 26 1.5034×104 6.50 47 7.8893×10 11.75 

11 6.3928×105 2.75 27 1.1709×104 6.75 48 6.1442×10 12.00 

12 4.9787×105 3.00 28 9.1188×103 7.00 49 4.7851×10 12.25 

13 3.8774×105 3.25 29 7.1017×103 7.25 50 3.7266×10 12.50 

14 3.0197×105 3.50 30 5.5308×103 7.50 51 2.9023×10 12.75 

15 2.3518×105 3.75 31 4.3074×103 7.75 52 2.2603×10 13.00 

16 1.8316×105 4.00 32 3.3546×103 8.00 53 1.7604×10 13.25 

 
33 2.6126×103 8.25 54 1.3710×10 13.50 

34 2.0347×103 8.50 55 1.0677×10 13.75 

35 1.5846×103 8.75 56 8.3153 14.00 

36 1.2341×103 9.00 57 6.4759 14.25 

37 9.6112×102 9.25 58 5.0435 14.50 

 
59 3.9279 14.75 

60 3.0590 15.00 

61 2.3824 15.25 

62 1.8554 15.50 
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Table 2.2 熱中性子エネルギー群構造 

 

（A：Condensed group，B：Multi group） 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) 

Group 
Energy 

(Lower, eV) 

Lethargy 

(Lower) 
A B A B A B 

4 

1 1.6374 15.625 

5 

9 6.0236×10-1 16.625 

6 

29 9.7080×10-2 18.450 

2 1.4450 15.750 10 5.3158×10-1 16.750 
30 8.5297×10-2 18.580 

3 1.2752 15.875 11 4.6912×10-1 16.875 
31 7.4276×10-2 18.718 

4 1.1253 16.000 12 4.1399×10-1 17.000 
32 6.4017×10-2 18.867 

5 9.9312×10-1 16.125 13 3.8925×10-1 17.062 
33 5.4520×10-2 19.027 

6 8.7643×10-1 16.250 14 3.6528×10-1 17.125 
34 4.5785×10-2 19.202 

7 7.7344×10-1 16.375 15 3.4206×10-1 17.191 
35 3.7813×10-2 19.393 

8 6.8256×10-1 16.500 16 3.1961×10-1 17.259 
36 3.0602×10-2 19.605 

 
17 2.9792×10-1 17.329 

37 2.4154×10-2 19.841 

18 2.7699×10-1 17.402 
38 1.8467×10-2 20.110 

19 2.5683×10-1 17.477 
39 1.3543×10-2 20.420 

20 2.3742×10-1 17.556 
40 9.3805×10-3 20.787 

21 2.1878×10-1 17.638 
41 5.9804×10-3 21.237 

22 2.0090×10-1 17.723 
42 3.3423×10-3 21.819 

23 1.8378×10-1 17.812 
43 1.4663×10-3 22.643 

24 1.6743×10-1 17.905 
44 3.5238×10-4 24.069 

25 1.5183×10-1 18.003 
45 1.0000×10-5 27.631 

26 1.3700×10-1 18.106 
 

27 1.2293×10-1 18.214 

28 1.0963×10-1 18.329 

 

 

Table 2.3 解析に用いた温度条件 

物質 温度 [K] 

燃料コンパクト 1500 

黒鉛スリーブ 1350 

黒鉛ブロック 1200 

ヘリウム(冷却材) 1150 

BP 1200 
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Fig. 2.1 燃料ブロックの概念図 

Layer 

number 

Fuel region number BP 

density 1 2 3 4 

1 6.7 7.9 9.4 9.9 2.0 

2 5.2 6.3 7.2 7.9 2.5 

3 4.3 5.2 5.9 6.3 2.5 

4 3.4 3.9 4.3 4.8 2.0 

5 3.4 3.9 4.3 4.8 2.0 

Fig. 2.2 HTTR 炉心の濃縮度配分と BP 配置図 

BP 

N 
N：Fuel region number 

：Burnable poison(BP) 

1 
2 

3 
4 

235U enrichment and BP density distribution 

(Unit：wt%) 
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Fig. 2.3 モデル A（メッシュ分割なし）の概要 

Fig. 2.4 モデル B（BP 棒内部詳細分割）の概要 

14mm 

BP 

14mm 

BP 
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Fig. 2.3 モデル A（メッシュ分割なし）の概要 

Fig. 2.4 モデル B（BP 棒内部詳細分割）の概要 

14mm 

BP 

14mm 

BP 
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Fig. 2.5 モデル C（BP 棒周辺黒鉛部 1 領域分割）の概要 

Fig. 2.6 モデル D（BP 棒周辺黒鉛部詳細分割）の概要 

56mm 

BP 

56mm 

BP 
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Fig. 2.7 モデル E（BP 棒周辺黒鉛部 3 領域分割）の概要 

Fig. 2.8 モデル F（BP 棒内及び周辺黒鉛部詳細分割）の概要 

56mm 

BP 

10mm 

56mm 

BP 
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Fig. 2.7 モデル E（BP 棒周辺黒鉛部 3 領域分割）の概要 

Fig. 2.8 モデル F（BP 棒内及び周辺黒鉛部詳細分割）の概要 
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Fig. 2.9 モデル B における BP 棒内中性子束分布（第 6 群）の変化 

Fig. 2.10 モデル B における 10B 原子数密度分布の変化 
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Fig. 2.11 モデル A とモデル B における燃焼による無限増倍率の比較 

Fig. 2.12 モデル A とモデル C における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 
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Fig. 2.11 モデル A とモデル B における燃焼による無限増倍率の比較 

Fig. 2.12 モデル A とモデル C における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 
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Fig. 2.13 モデル A とモデル C における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 300 日） 

Fig. 2.14 モデル A とモデル C における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 600 日） 
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Fig. 2.15 モデル A とモデル C における燃焼による無限増倍率の変化の比較 

Fig. 2.16 モデル C とモデル D における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 

中
性

子
束

(第
6

群
) 

JAEA-Technology 2021-008

- 16 -



JAEA-Technology 2021-008 

- 16 -

Fig. 2.15 モデル A とモデル C における燃焼による無限増倍率の変化の比較 

Fig. 2.16 モデル C とモデル D における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 
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Fig. 2.17 モデル C とモデル D における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 300 日） 

Fig. 2.18 モデル C とモデル D における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 600 日） 
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Fig. 2.19 モデル C とモデル D における燃焼による無限増倍率変化の比較 

Fig. 2.20 モデル D とモデル E における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 
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Fig. 2.19 モデル C とモデル D における燃焼による無限増倍率変化の比較 

Fig. 2.20 モデル D とモデル E における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 0 日） 
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Fig. 2.21 モデル D とモデル E における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 300 日） 

Fig. 2.22 モデル D とモデル E における BP 棒周辺の熱中性子束分布（第 6 群）の比較 

（燃焼 600 日） 
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Fig. 2.23 モデル D とモデル E における燃焼による無限増倍率の変化の比較 

Fig. 2.24 モデル D とモデル F における燃焼による無限増倍率の変化の比較 
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Fig. 2.23 モデル D とモデル E における燃焼による無限増倍率の変化の比較 

Fig. 2.24 モデル D とモデル F における燃焼による無限増倍率の変化の比較 
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Fig. 3.1 二次元モデルにおける BP 配置の概念図 
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Fig. 3.2 二次元 r-Z モデルの概念図 
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Fig. 3.2 二次元 r-Z モデルの概念図 
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Fig. 3.3 均質モデル及び分割モデルにおける実効増倍率の変化 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）

乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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